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四
字
熟
語
を
完
成
さ
せ
よ
う
。

２年生
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ど
の
漢
字
が

当
て
は
ま
る
か
な
。

雷ら
い

①
の
ん
び
り
と
自
由
な
暮
ら
し
を
楽
し
む
こ
と
。

②
非
常
に
短
い
時
間
。
素す

早ば
や

い
行
動
の
た
と
え
。

③
話
や
考
え
の
筋
道
が
整
っ
て
い
る
様
子
。

④
世
の
中
が
開
け
る
こ
と
。

点
画
の
省
略
点
画
の
省
略
を
理
解
し
て
、
行
書
で
書
こ
う
。

読
み
や
す
く
速
く
書
く
た
め
の
行
書

2
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点画の省略を理解し，省略のしかたを意識して書いた。
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1960年、高知県生ま
れ。県学校教育課指
導主事、文部科学省
主 幹などを経て現
職。光村図書小・中学
校書写教科書編集委
員。著書に『「学校経
営マンダラート」で
創る新しいカリキュ
ラム・マネジメント』

（ぎょうせい）など。

書写教育を
活性化する

ために

連載

最終回

身
近
な
文
字
を
行
書
で
書
く
指
導

高
知
市
立
城
東
中
学
校　
校
長　

大お
お

谷た
に

俊と
し

彦ひ
こ

身
近
な
文
字
を
行
書
で
書
く
指
導

新
し
い

学
習
指
導
要
領
の
理
解

ま
ず
初
め
に
、
今
年
度
か
ら
全
面
実
施
と
な
っ
た
新

学
習
指
導
要
領
の
書
写
に
関
す
る
事
項
を
抜
粋
し
て
示

す
の
で
、
第
一
学
年
の
「
知
識
及
び
技
能
」
に
つ
い
て
、

再
確
認
し
た
い
。

（
ア
）
字
形
を
整
え
、
文
字
の
大
き
さ
、
配
列
な
ど

に
つ
い
て
理
解
し
て
、
楷
書
で
書
く
こ
と
。

（
イ
）
漢
字
の
行
書
の
基
礎
的
な
書
き
方
を
理
解
し

て
、
身
近
な
文
字
を
行
書
で
書
く
こ
と
。

身
近
な
文
字
を

行
書
で
書
く
指
導
と
は
？

こ
の
「
身
近
な
文
字
を
行
書
で
書
く
こ
と
」
に
つ
い

て
、「
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説　

国
語
編
」
で
は
、

次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

漢
字
の
行
書
の
基
礎
的
な
書
き
方
と
は
、
直
線
的

な
点
画
で
構
成
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
、
点
や
画
の
形
が

丸
み
を
帯
び
る
場
合
が
あ
る
こ
と
、
点
や
画
の
方
向
及

び
止
め
・
は
ね
・
払
い
の
形
が
変
わ
る
場
合
が
あ
る
こ

と
、
点
や
画
が
連
続
し
た
り
省
略
さ
れ
た
り
す
る
場
合

が
あ
る
こ
と
、
筆
順
が
変
わ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
な
ど

と
い
っ
た
行
書
の
特
徴
を
伝
統
的
な
文
字
文
化
と
も
関

連
さ
せ
な
が
ら
理
解
し
て
書
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

身
近
な
文
字
を
行
書
で
書
く
と
は
、
そ
う
し
た
行
書

の
基
礎
的
な
書
き
方
を
理
解
し
、
学
習
や
生
活
の
中
で

使
用
頻
度
の
高
い
語
句
な
ど
に
つ
い
て
書
く
こ
と
で
あ

る
。学

習
や
生
活
の
中
で
使
用
頻
度
の
高
い
身
近
な
文
字

と
は
、
ど
の
よ
う
な
文
字
が
思
い
浮
か
ぶ
だ
ろ
う
か
？

　

真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
自
分
の
名
前
や
住
所
、

家
族
の
名
前
や
学
校
名
な
ど
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ

う
し
た
身
近
な
文
字
を
正
し
く
行
書
で
書
け
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

自
分
の
名
前
を

行
書
で
書
こ
う
！

こ
こ
で
、「
自
分
の
名
前
を
行
書
で
書
こ
う
！
」
と

い
う
実
践
例
を
紹
介
し
た
い
。

行
書
で
書
く
た
め
に
は
、
行
書
の
特
徴
を
知
る
必
要

が
あ
る
。
教
科
書
で
「
丸
み
・
点
画
の
連
続
」「
点
画

の
変
化
」「
点
画
の
省
略
」「
筆
順
の
変
化
」
な
ど
、
行

書
の
特
徴
を
す
べ
て
学
習
し
た
後
に
、
こ
の
課
題
に
取

り
組
ま
せ
る
こ
と
と
し
た
。

【
授
業
の
流
れ
】

導
入　

行
書
学
習
の
法
則
を
使
っ
て
、
芸
能
人
の
名
前

　
　
　

を
行
書
で
書
こ
う
。

展
開　

書
写
ブ
ッ
ク
を
使
い
な
が
ら
、
自
分
の
名
前
を

　
　
　

行
書
で
書
こ
う
。

終
末　

家
族
や
友
達
の
名
前
、
学
校
名
、
住
所
を
行
書

　
　
　

で
書
こ
う
。

導
入
で
は
、
嵐
の
「
松
本
潤
」
と
い
う
文
字
を
行
書

で
書
く
た
め
に
、
書
写
ブ
ッ
ク
を
使
い
考
え
る
こ
と
に

し
た
。
芸
能
人
の
名
前
を
使
う
こ
と
で
、
書
写
の
学
習

が
一
気
に
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
く
る
。

「
松
」
は
、「
点
画
の
省
略
」（
P
12
–
13
）
に
掲
載

さ
れ
て
お
り
、「
き
へ
ん
」
の
行
書
が
示
さ
れ
て
い
る
。

「
本
」に
つ
い
て
は
、「
点
画
の
変
化
」（
P
10
–
11
）に「
右

払
い
」
の
変
化
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
潤
」
に
つ
い
て
は
、

「
部
分
別
に
練
習
し
よ
う
」（
P
16
–
17
）
に
「
さ
ん
ず

い
」
の
行
書
が
、「
点
画
の
省
略
」
に
は
「
も
ん
が
ま
え
」

の
行
書
が
、「
部
分
別
に
練
習
し
よ
う
」
に
は
「
お
う
へ

ん
」
と
し
て
「
王
」
の
行
書
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
既
習
の
知
識
や
行
書
の
法
則
性
を
使
え
ば
、「
松

本
潤
」
と
い
う
文
字
を
行
書
で
正
し
く
書
け
る
の
で
あ

る
。次

に
、
導
入
と
同
じ
方
法
で
、
書
写
ブ
ッ
ク
を
使
い

な
が
ら
、
自
分
の
名
前
を
行
書
で
書
く
学
習
を
行
っ
た
。

各
自
、
自
分
の
名
前
の
文
字
を
分
解
し
た
り
、
組
み
合

わ
せ
た
り
し
な
が
ら
、
行
書
の
書
き
方
に
つ
い
て
調
べ

「書写ブック」（硬筆練習帳）P12-13「点画の省略」

て
い
っ
た
。
早

く
終
わ
っ
た
生

徒
に
は
、
家
族

の
名
前
や
友
達

の
名
前
、
学
校

名
や
住
所
を
行

書
で
書
く
課
題

を
課
す
こ
と
と

し
た
。

授
業
後
の
生
徒
の
感
想
に
は
、「
行
書
で
自
分
の
名

前
が
正
し
く
書
け
る
よ
う
に
な
り
、
少
し
大
人
に
な
っ

た
気
が
し
た
。」「
家
に
帰
っ
て
、
親
に
、
正
し
い
行
書

の
名
前
の
書
き
方
を
教
え
て
あ
げ
た
い
。」「
一
生
使
う

自
分
の
名
前
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
正
し
く
行
書
で
書

い
て
い
き
た
い
。」
と
あ
っ
た
。「
深
い
学
び
」
が
求
め

ら
れ
て
い
る
今
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
喜
び
と
、
授
業
で
の
学
び
が
生
活
に
役
立
つ
こ

と
を
、
生
徒
が
実
感
で
き
る
授
業
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

終
わ
り
に

中
学
校
の
書
写
教
育
に
つ
い
て
は
、
第
一
回
（
90
号
）

で
も
述
べ
た
と
お
り
、
授
業
時
数
が
十
分
に
確
保
さ
れ

て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。
こ
う
し
た
必
然
性
の
あ
る
書

写
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
、
現
状
の
改
善
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。
書
写
の
配
当
授
業
時
数
を
再
確
認

の
う
え
、
適
切
な
指
導
を
お
願
い
し
た
い
。

【
本
連
載
は
今
号
が
最
終
回
と
な
り
ま
す
。
ご
愛
読

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。】

イラスト　長場 雄


